
□

Ｔ
Ａ
講
習
会
の
風
景

桜
の
開
花
と
新
入
生
の
初
々
し
い
姿
は
大
学
の
新
学
期
の
定
番
で

あ
る
。
私
の
所
属
す
る
日
本
大
学
文
理
学
部
は
世
田
谷
区
の
桜
上
水

と
い
う
場
所
に
あ
り
、
例
年
な
ら
ば
、
満
開
の
桜
の
下
で
新
入
生
が

入
学
式
を
迎
え
る
。
し
か
し
、
今
年
の
桜
は
例
年
に
比
べ
開
花
が
早

く
、
四
月
の
声
を
聞
く
や
否
や
桜
は
も
う
散
り
始
め
て
い
た
。
文
理

学
部
Ｆ
Ｄ
委
員
会
は
、
四
月
二
日
か
ら
実
施
さ
れ
た
一
週
間
の
新
学

期
ガ
イ
ダ
ン
ス
の
初
日
か
ら
慌
た
だ
し
く
活
動
を
開
始
し
た
。
昨
年

か
ら
実
施
さ
れ
た
テ
ィ
ー
チ
ン
グ
・
ア
シ
ス
タ
ン
ト（
以
下
、
Ｔ
Ａ

と
略
す
）の
講
習
会
を
開
催
す
る
た
め
で
あ
る
。

こ
の
Ｔ
Ａ
講
習
会
の
目
的
は
、
学
部
の
授
業
に
お
い
て
Ｔ
Ａ
と
し

て
採
用
さ
れ
る
全
て
の
大
学
院
生
を
対
象
に
、
Ｔ
Ａ
制
度
の
目
的
や

意
義
、
Ｔ
Ａ
の
業
務
内
容
、
内
規
や
指
導
・
管
理
基
準
、
Ｔ
Ａ
と
し

て
の
心
構
え
や
諸
注
意
な
ど
を
伝
え
な
が
ら
、
Ｔ
Ａ
の
資
質
向
上
を

図
る
こ
と
を
意
図
し
た
も
の
で
あ
る
。
四
月
二
日
は
大
学
院
ガ
イ
ダ

ン
ス
が
実
施
さ
れ
た
日
で
も
あ
り
、
文
理
学
部
の
Ｔ
Ａ
と
し
て
採
用

さ
れ
た
約
百
二
十
名
の
大
学
院
院
生
が
文
理
学
部
百
周
年
記
念
館
に

集
ま
っ
た
。
当
日
の
Ｔ
Ａ
講
習
会
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
次
の
通
り
で

特
集
・
大
学
教
育
の
改
革
と
Ｆ
Ｄ

テ
ィ
ー
チ
ン
グ
・
ア
シ
ス
タ
ン
ト
制
度
の
導
入

日
本
大
学
文
理
学
部
に
お
け
る
授
業
改
善
の
試
み

日
本
大
学
・
文
理
学
部

北
野

秋
男

大学と教育 No．３３ ０２―８
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あ
る
。
今
年
は
、
Ｔ
Ａ
講
習
会
二
年
目
と
い
う
事
も
あ
り
、
昨
年
度

に
Ｔ
Ａ
を
体
験
し
た
文
系
と
理
系
の
大
学
院
生
か
ら
Ｔ
Ａ
の
心
構
え

も
話
し
て
も
ら
っ
た
。

Ｆ
Ｄ
委
員
会
委
員
長
で
あ
る
私
に
と
っ
て
、
こ
の
Ｔ
Ａ
講
習
会
は

今
年
度
の
初
仕
事
で
あ
る
。
主
と
し
て
、
研
究
者
を
目
指
し
て
入
学

し
て
く
る
文
理
学
部
の
大
学
院
生
に
対
し
て
、
Ｔ
Ａ
制
度
に
よ
る
文

理
学
部
の
授
業
改
善
の
意
味
や
重
要
性
を
強
調
す
る
こ
と
は
、
Ｆ
Ｄ

委
員
会
に
と
っ
て
も
新
学
期
早
々
の
仕
事
と
は
い
え
、
気
の
抜
け
な

い
も
の
で
あ
る
。
私
は
、
大
学
院
生
に
対
し
て
文
理
学
部
の
Ｔ
Ａ
制

度
の
目
的
を
三
つ
の
側
面
か
ら
強
調
し
た
。

第
一
に
は
、
Ｔ
Ａ
制
度
に
よ
る
授
業
改
善
の
側
面
で
あ
る
。
日
本

の
大
学
教
育
が
「
研
究
重
視
」、
「
教
育
軽
視
」
で
あ
る
と
言
わ
れ

る
よ
う
に
、
し
ば
し
ば
大
学
は
授
業
の
質
的
な
向
上
を
怠
っ
て
き
た

と
い
う
側
面
が
あ
っ
た
。
し
か
し
、
最
近
は
「
教
育
軽
視
」
で
は
な

く
、
「
教
育
重
視
」
の
時
代
と
な
っ
た
こ
と
を
力
説
し
た
。
第
二
に

は
、
Ｔ
Ａ
制
度
に
よ
る
「
大
学
教
師
と
し
て
の
訓
練
」
と
し
て
の
側

面
で
あ
る
。
日
本
の
大
学
院
教
育
に
は
、
研
究
者
を
養
成
す
る
機
能

は
あ
っ
て
も
、
大
学
教
師
と
し
て
訓
練
す
る
機
能
は
皆
無
で
あ
る
。

Ｔ
Ａ
制
度
は
、
大
学
院
生
に
と
っ
て
も
大
学
に
お
け
る
授
業
の
あ
り

方
を
直
に
体
験
し
、
考
え
る
上
で
の
絶
好
の
機
会
と
な
る
。
第
三
に

は
、
Ｔ
Ａ
制
度
は
、
大
学
院
生
に
対
す
る
奨
学
金
的
な
側
面
を
担
っ

て
い
る
と
い
う
点
で
あ
る
。
文
理
学
部
で
は
、
Ｔ
Ａ
に
対
す
る
報
酬

は
一
科
目
に
付
き
月
額
一
万
五
千
円
を
基
本
給
と
し
、
半
期
科
目
な

Ｔ
Ａ
講
習
会

日
時

四
月
二
日（
火
）十
五
時
―
十
七
時

場
所

百
周
年
記
念
館
国
際
会
議
場

講
習
会
の
内
容

�
「
Ｔ
Ａ
の
内
規
と
業
務
及
び
指
導
・
管
理
基
準
に
つ
い
て
」

�
「
Ｔ
Ａ
の
心
得
と
諸
注
意
―
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
を
中
心

に
―
」

Ｆ
Ｄ
委
員
会
委
員
長

北
野
秋
男

�
「
現
状
報
告
―
文
系
演
習
Ｔ
Ａ
の
立
場
か
ら
―
」

国
文
学
科
院
生

中
谷
い
ず
み

「
Ｔ
Ａ
体
験
談
」

物
理
学
科
院
生

佐
藤

了

き
た
の
・
あ
き
お
�
一
九
五
五
年
、
富
山

県
生
ま
れ
�
主
な
著
書
・
論
文
に
、
松
浦

良
充
編
「
い
ま
教
育
を
考
え
る
た
め
の
８

章
」
川
島
書
店
一
九
九
一（
共
著
）田
中
智

志
編
「
ペ
タ
ゴ
ジ
ー
の
誕
生
」
多
賀
出
版

一
九
九
九（
共
著
）関
川
悦
雄
、
北
野
秋
男

「
教
育
思
想
の
ル
ー
ツ
を
求
め
て
」
啓
明
出
版
二
〇
〇
一（
共
著
）
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ら
九
万
円
、
通
年
科
目
な
ら
十
八
万
円
を
支
給
し
て
い
る
。
金
額
の

高
低
の
問
題
は
残
る
が
、
院
生
に
対
す
る
大
学
の
財
政
支
援
で
あ
る

こ
と
は
間
違
い
な
く
、
学
部
全
体
で
も
Ｔ
Ａ
制
度
に
は
約
二
千
六
百

万
円
の
予
算
を
計
上
し
て
い
る
。

私
が
Ｔ
Ａ
講
習
会
で
話
し
た
内
容
は
、
こ
う
し
た
文
理
学
部
の
Ｔ

Ａ
制
度
の
目
的
以
外
に
も
、
Ｔ
Ａ
の
「
内
規
」、
「
業
務
及
び
指
導

・
管
理
基
準
」
な
ど
で
禁
止
さ
れ
て
い
る
Ｔ
Ａ
の
業
務
、
そ
し
て
昨

年
度
に
お
い
て
Ｔ
Ａ
と
教
員
・
受
講
学
生
ら
と
の
間
に
発
生
し
た
ト

ラ
ブ
ル
の
実
例
な
ど
を
紹
介
し
た
。
続
い
て
、
国
文
学
科
の
院
生
に

は
文
系
演
習
科
目
の
立
場
か
ら
、
物
理
学
科
の
院
生
に
は
理
系
の
実

験
科
目
の
立
場
か
ら
、
自
ら
の
体
験
に
基
づ
く
Ｔ
Ａ
の
役
割
と
注
意

な
ど
に
つ
い
て
手
短
に
話
を
し
て
も
ら
っ
た
。
短
い
時
間
な
が
ら
、

同
じ
立
場
に
立
つ
院
生
の
体
験
談
は
、
こ
れ
か
ら
Ｔ
Ａ
の
業
務
に
就

く
他
の
院
生
の
興
味
や
自
覚
を
強
く
促
す
も
の
で
あ
っ
た
。
「
Ｔ
Ａ

の
体
験
談
」
と
い
う
初
め
て
の
企
画
は
、
一
応
成
功
で
あ
っ
た
。
本

学
に
と
っ
て
二
年
目
の
Ｔ
Ａ
講
習
会
は
、
二
時
間
を
超
え
た
所
で
終

了
し
た
。

□

我
が
国
の
大
学
教
育
に
お
け
る
Ｔ
Ａ
制
度
の
普
及

大
学
教
育
に
お
け
る
授
業
改
善
を
目
的
と
し
た
諸
改
革
の
方
法
と

し
て
は
、
こ
れ
ま
で
は
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
改
革
、
教
材
・
テ
キ
ス
ト

な
ど
に
よ
る
授
業
内
容
の
改
善
、
教
育
機
器
に
よ
る
教
授
方
法
や
技

法
の
改
善
、
少
人
数
ク
ラ
ス
、
グ
ル
ー
プ
討
論
、
調
査
研
究
、
校
外

授
業
な
ど
の
授
業
過
程
・
授
業
形
態
の
改
善
、
そ
し
て
シ
ラ
バ
ス
の

充
実
、
さ
ら
に
は
授
業
評
価
・
授
業
ア
ン
ケ
ー
ト
な
ど
に
よ
る
授
業

評
価
シ
ス
テ
ム
の
導
入
、
公
開
授
業
な
ど
の
導
入
に
よ
る
授
業
改
善

な
ど
も
み
ら
れ
た
。
こ
れ
ら
の
試
み
は
、
大
学
教
育
に
お
け
る
教
育

の
内
容
、
方
法
、
評
価
、
教
室
環
境
な
ど
の
改
善
を
目
的
と
し
た
も

の
で
あ
っ
た
。

一
方
、
授
業
の
シ
ス
テ
ム
そ
れ
自
体
を
「
構
造
的
」
に
改
革
す
る

試
み
は
余
り
見
ら
れ
な
い
。
た
し
か
に
、
こ
れ
ま
で
は
大
学
の
授
業

改
革
と
し
て
様
々
な
手
法
が
取
り
入
れ
ら
れ
て
き
た
と
は
い
え
、
伝

統
的
な
教
授
ス
タ
イ
ル
で
あ
る
「
一
人
の
教
員
」
が
「
多
く
の
学
生
」

の
学
習
指
導
を
す
る
と
い
っ
た
原
則
を
根
本
的
に
変
革
す
る
も
の
で

は
な
か
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
大
学
の
授
業
の
ス
タ
イ
ル
を
「
一

人
の
教
員
」
に
よ
る
も
の
で
は
な
く
、
複
数
の
教
員
や
ア
シ
ス
タ
ン

ト
の
協
力
下
に
お
い
て
重
層
的
、
多
角
的
に
構
築
す
る
シ
ス
テ
ム
も

あ
り
得
る
。
も
と
も
と
は
ア
メ
リ
カ
で
開
始
さ
れ
た
と
言
わ
れ
て
い

る
「
教
育
助
手
」（Teaching

A
ssistant

）制
度（
以
下
、
「
Ｔ
Ａ
」
と

呼
ぶ
）は
、
大
学
の
授
業
改
善
を
構
造
的
に
改
革
す
る
一
つ
の
手
段

と
考
え
ら
れ
る
。
Ｔ
Ａ
と
は
、
「
学
生
か
ら
の
質
問
へ
の
応
答
、
成

－１９－



績
評
価
、
実
験
・
実
習
の
指
導
、
試
験
の
実
施
・
監
督
な
ど
の
形
で

大
学
院
生
が
学
部
レ
ベ
ル
の
教
育
を
手
助
け
す
る
パ
ー
ト
タ
イ
ム
・

ジ
ョ
ブ
の
総
称
、
な
い
し
は
そ
の
担
い
手
を
示
す
」（
苅
谷
剛
彦
『
ア

メ
リ
カ
の
大
学
・
ニ
ッ
ポ
ン
の
大
学
�
Ｔ
Ａ
・
シ
ラ
バ
ス
・
授
業
評

価
�
』
玉
川
大
学
出
版
部
、
二
〇
〇
〇
年
、
九－

一
〇
頁
）と
言
わ

れ
る
も
の
で
あ
る
。

ア
メ
リ
カ
の
大
学
に
お
い
て
Ｔ
Ａ
制
度
が
設
立
・
普
及
し
た
理
由

は
、
苅
谷
に
よ
れ
ば
、
第
一
に
は
大
学
教
師
の
指
導
・
管
理
の
下
、

大
学
の
授
業
改
善
に
何
ら
か
の
形
で
貢
献
す
る
こ
と
で
あ
る
。
第
二

に
は
、
Ｔ
Ａ
自
身
も
大
学
の
授
業
に
参
加
し
、
教
授
能
力
を
磨
き
な

が
ら
、
将
来
に
お
い
て
大
学
教
師
に
な
る
た
め
の
訓
練
や
準
備
の
機

会
を
提
供
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。い
わ
ば
大
学
教
師
の「
教
師
」

養
成
シ
ス
テ
ム
の
一
環
で
あ
る
。
第
三
に
は
、
大
学
院
生
に
対
す
る

財
政
援
助
的
な
側
面
を
担
っ
て
い
る
こ
と（
報
酬
は
賃
金
で
は
な
く
、

む
し
ろ
授
業
料
の
免
除
や
奨
学
金
と
し
て
支
給
さ
れ
る
）で
あ
る
。

第
四
に
は
、
大
学
の
財
政
面
か
ら
す
れ
ば
Ｔ
Ａ
制
度
は
コ
ス
ト
削
減

に
貢
献
し
て
い
る
点
で
あ
る
。
こ
の
コ
ス
ト
削
減
の
側
面
は
、
Ｔ
Ａ

制
度
を
基
本
的
に
は
大
学
院
生
を
パ
ー
ト
タ
イ
ム
・
ジ
ョ
ブ
と
し
て

使
う
も
の
で
あ
り
、
正
規
の
教
員
よ
り
も
安
価
な
コ
ス
ト
で
運
用
で

き
る
か
ら
で
あ
る
。

一
方
、
最
近
に
な
っ
て
よ
う
や
く
我
が
国
の
大
学
・
大
学
院
に
お

け
る
制
度
改
革
、
な
い
し
は
教
育
内
容
や
方
法
の
改
革
と
い
っ
た
文

脈
か
ら
Ｔ
Ａ
制
度
に
言
及
す
る
政
府
レ
ベ
ル
の
提
言
も
見
ら
れ
る
。

た
と
え
ば
、
臨
時
教
育
審
議
会
答
申
の
第
二
次
答
申
や
大
学
審
議
会

答
申
に
お
い
て
は
、
大
学
院
生
に
よ
る
Ｔ
Ａ
制
度
の
導
入
が
度
々
提

言
さ
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
提
言
を
受
け
て
、
平
成
四
年
度
か
ら
文

部
省
は
国
立
大
学
の
博
士
課
程
を
置
く
大
学
院
の
「
高
度
化
推
進
特

別
経
費
」
の
予
算
措
置
を
実
施
し
、
そ
の
一
部
と
し
て
Ｔ
Ａ
の
経
費

を
計
上
し
て
い
る
。
こ
の
制
度
は
、
や
が
て
国
立
・
私
立
を
問
わ
ず

拡
大
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
ま
た
、
平
成
十
二
年
に
は
大
学
審
議
会

が
文
部
科
学
省
に
提
出
し
た
『
グ
ロ
ー
バ
ル
化
時
代
に
求
め
ら
れ
る

高
等
教
育
の
在
り
方
に
つ
い
て（
答
申
）
』
に
お
け
る
「
教
員
の
教
育

能
力
や
実
践
的
能
力
の
重
視
」
で
は
、
大
学
教
員
の
資
質
向
上
の
た

め
の
制
度
と
し
て
、
Ｆ
Ｄ
活
動
の
重
要
性
が
指
摘
さ
れ
、
大
学
の
授

業
の
内
容
や
方
法
の
改
善
に
対
す
る
組
織
的
な
取
り
組
み
の
必
要
性

が
強
調
さ
れ
た
。
と
り
わ
け
、
Ｔ
Ａ
に
関
し
て
は
、
「
将
来
の
大
学

教
員
と
し
て
の
指
導
力
を
育
成
す
る
観
点
か
ら
、
大
学
院
生
が
テ
ィ

ー
チ
ン
グ
・
ア
シ
ス
タ
ン
ト
と
し
て
授
業
の
補
助
を
行
う
機
会
な
ど

を
活
用
す
る
」〔
高
等
教
育
教
育
局
「
グ
ロ
ー
バ
ル
化
時
代
に
求
め

ら
れ
る
高
等
教
育
の
在
り
方
に
つ
い
て（
答
申
）
」『
文
部
科
学
時

報
』
No.
一
四
九
六
、
二
〇
〇
一
年
、
四
四
頁
〕と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
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□

文
理
学
部
Ｆ
Ｄ
委
員
会
の
活
動

我
が
国
の
Ｔ
Ａ
制
度
は
、
上
記
の
よ
う
な
背
景
か
ら
平
成
四
年
度

に
本
格
的
に
導
入
さ
れ
た
と
い
え
る
。
そ
こ
で
、
本
稿
は
、
大
学
の

授
業
改
善
を
目
的
と
し
て
Ｔ
Ａ
制
度
を
導
入
し
て
い
る
日
本
大
学
文

理
学
部
の
事
例
を
も
と
に
、
�
授
業
改
善
の
一
環
と
し
て
導
入
さ
れ

た
Ｔ
Ａ
制
度
の
内
容
と
実
態
、
�
Ｔ
Ａ
が
配
備
さ
れ
た
授
業
科
目
に

対
す
る
授
業
ア
ン
ケ
ー
ト
の
内
容
と
結
果
、
�
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を

分
析
し
た
本
学
の
Ｔ
Ａ
制
度
の
問
題
点
な
ど
に
つ
い
て
論
及
し
な
が

ら
、
本
学
の
Ｔ
Ａ
制
度
の
目
的
、
Ｔ
Ａ
の
採
用
方
法
、
Ｔ
Ａ
の
身
分

・
待
遇
、
運
用
方
法
、
Ｔ
Ａ
制
度
に
よ
る
授
業
改
善
の
効
果
と
問
題

点
な
ど
に
言
及
す
る
も
の
で
あ
る
。

文
理
学
部
の
Ｆ
Ｄ
委
員
会
は
、
主
と
し
て
若
手
教
員
を
中
心
に
平

成
十
二
年
四
月
に
発
足
し
た
。
主
な
る
活
動
は
、
Ｆ
Ｄ
活
動
の
啓
蒙

と
普
及
、
教
員
の
研
究
活
動
へ
の
支
援（
科
研
費
申
請
の
促
進
）、
大

学
の
授
業
改
善（
Ｔ
Ａ
制
度
の
改
善
、
遠
隔
授
業
の
改
善
、
シ
ラ
バ

ス
の
整
備
、
教
室
環
境
の
改
善
）な
ど
で
あ
っ
た
。
文
理
学
部
の
Ｆ

Ｄ
委
員
会
の
活
動
は
、
他
大
学
や
日
本
大
学
の
他
学
部
の
先
進
的
・

先
駆
的
な
活
動
と
比
較
す
れ
ば
、
と
く
に
目
新
し
い
も
の
も
な
く
、

独
自
の
活
動
が
あ
っ
た
わ
け
で
も
な
い
。
正
直
な
と
こ
ろ
、
委
員
会

発
足
の
一
年
目
は
Ｆ
Ｄ
活
動
が
何
な
の
か
暗
中
模
索
の
状
態
で
あ
っ

た
。大

学
に
お
け
る
Ｆ
Ｄ
活
動
と
言
え
ば
、
す
ぐ
に
「
授
業
評
価
」
と

誤
解
さ
れ
る
側
面
が
あ
る
。
た
し
か
に
、
本
学
の
Ｆ
Ｄ
委
員
会
で
も

何
ら
か
の
授
業
評
価
を
導
入
す
べ
き
で
あ
る
と
い
う
意
見
も
あ
っ

た
。
し
か
し
、
私
自
身
は
他
大
学
の
前
例
を
ま
ね
た
だ
け
の
安
易
な

授
業
評
価
に
は
反
対
で
あ
っ
た
。
文
理
学
部
の
学
生
数
は
約
二
万
四

千
人
で
あ
り
、
未
だ
に
受
講
生
百
名
以
上
の
大
規
模
授
業
も
多
い
。

ほ
と
ん
ど
の
教
員
が
、
「
授
業
の
質
的
な
向
上
」
な
ど
と
い
う
崇
高

な
理
念
の
追
求
で
は
な
く
、
い
か
に
今
日
・
明
日
の
授
業
を
無
事
に

こ
な
す
か
、と
い
う
目
前
の
事
態
に
追
わ
れ
て
い
る
よ
う
に
思
え
た
。

つ
ま
り
は
、
本
学
の
場
合
に
は
、
授
業
評
価
に
よ
っ
て
授
業
の
効
果

や
結
果
を
検
討
す
る
以
前
の
未
解
決
の
問
題
が
山
積
し
て
い
る
状
況

で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
、
Ｆ
Ｄ
委
員
会
は
当
面
は
教
員
の
意
識
改
善
を

目
的
と
し
た
Ｆ
Ｄ
活
動
の
啓
蒙
と
普
及
、
な
い
し
は
教
室
環
境
の
改

善
や
教
員
へ
の
支
援
体
制
の
検
討
か
ら
始
め
る
こ
と
と
し
た
。

し
か
し
、
文
理
学
部
の
Ｆ
Ｄ
委
員
会
が
「
授
業
改
善
」
の
問
題
を

回
避
で
き
な
い
と
い
う
事
情
も
あ
っ
た
。
そ
れ
は
、
文
理
学
部
の
Ｔ

Ａ
制
度
を
正
式
に
制
度
化
し
、
Ｔ
Ａ
の
身
分
、
待
遇
、
業
務
内
容
な

ど
を
確
定
し
、
速
や
か
に
Ｔ
Ａ
に
関
す
る
内
規
や
基
準
を
策
定
す
る

と
い
う
任
務
で
あ
っ
た
。
文
理
学
部
で
は
、
Ｔ
Ａ
の
人
件
費
を
学
部
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の
経
費
で
負
担
す
る
だ
け
で
な
く
、
Ｔ
Ａ
制
度
を
文
系
・
社
系
各
学

科
も
含
め
た
学
部
全
体
の
制
度
と
す
る
こ
と
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
・
リ

テ
ラ
シ
ー（
一
年
生
必
修
科
目
）な
ど
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
関
連
科
目
な

ど
に
も
Ｔ
Ａ
を
導
入
す
る
こ
と
を
決
定
し
て
い
た
。
そ
し
て
、
そ
の

実
施
の
際
の
具
体
的
な
手
順
の
検
討
が
Ｆ
Ｄ
委
員
会
に
委
ね
ら
れ
た

の
で
あ
る
。
も
と
も
と
、
文
理
学
部
の
Ｔ
Ａ
制
度
は
平
成
八
年
度
か

ら
理
系
七
学
科
と
心
理
学
科
の
実
験
・
実
習
関
係
の
科
目
に
お
い
て

導
入
さ
れ
て
き
た
が
、
そ
れ
ら
の
経
費
は
当
該
学
科
の
実
験
実
習
費

か
ら
拠
出
さ
れ
て
い
た
。
今
回
は
、
そ
う
し
た
旧
来
の
や
り
方
を
学

部
全
体
の
授
業
改
善
の
シ
ス
テ
ム
と
し
て
大
幅
に
見
直
そ
う
と
い
う

も
の
で
あ
っ
た
。

以
上
の
よ
う
な
学
部
決
定
の
方
針
を
受
け
て
、
Ｆ
Ｄ
委
員
会
は
、

早
速
Ｔ
Ａ
制
度
の
改
善
に
向
け
て
、
平
成
十
二
年
五
月
に
前
年
度
に

お
い
て
Ｔ
Ａ
を
採
用
し
て
い
た
担
当
教
員
、
Ｔ
Ａ
本
人
、
全
学
科
を

対
象
と
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
た
。
ま
た
、
七
月
に
も
Ｔ

Ａ
の
配
置
さ
れ
た
前
期
終
了
科
目
に
対
し
て
担
当
教
員
、Ｔ
Ａ
本
人
、

受
講
学
生
か
ら
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
、
Ｔ
Ａ
制
度
の
問
題
点

を
明
確
化
し
た
。
こ
う
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
結
果
を
も
と
に
、

Ｆ
Ｄ
委
員
会
で
は
集
中
的
に
Ｔ
Ａ
の
任
用
基
準
の
作
成
に
向
け
て
、

内
規
の
改
訂
、
運
用
上
の
申
し
合
わ
せ
事
項
の
改
訂
な
ど
を
議
論
し

た
。
文
理
学
部
の
Ｔ
Ａ
制
度
に
関
す
る
「
内
規
」
と
「
業
務
及
び
指

導
・
管
理
基
準
」
が
教
授
会
で
決
定
さ
れ
た
の
は
、
平
成
十
三
年
一

月
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

□

文
理
学
部
の
Ｔ
Ａ
制
度
の
特
色

上
記
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
に
基
づ
い
て
Ｆ
Ｄ
委
員
会
、
学
務
委
員

会
、
教
授
会
な
ど
で
議
論
さ
れ
た
Ｔ
Ａ
制
度
の
主
な
る
問
題
点
は
、

�
Ｔ
Ａ
を
導
入
す
る
授
業
科
目
の
範
囲
、
�
Ｔ
Ａ
の
指
導
・
監
督
責

任
の
明
確
化
、
�
Ｔ
Ａ
の
資
格
、
身
分
、
待
遇
な
ど
、
�
Ｔ
Ａ
の
募

集
、
採
用
方
法
、
�
Ｔ
Ａ
の
業
務
内
容
の
明
確
化
、
�
Ｔ
Ａ
の
過
重

労
働
や
セ
ク
ハ
ラ
防
止
策
、�
Ｔ
Ａ
科
目
の
授
業
改
善
の
説
明
責
任
、

�
Ｔ
Ａ
の
資
質
向
上
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
策
定
な
ど
で
あ
っ
た
。
と
り
わ

け
、
Ｆ
Ｄ
委
員
会
に
お
い
て
最
も
議
論
し
た
問
題
点
は
、
教
員
と
比

較
し
て
弱
い
立
場
に
あ
る
Ｔ
Ａ
の
保
護
と
万
一
何
ら
か
の
ト
ラ
ブ
ル

が
発
生
し
た
場
合
の
処
理
の
仕
方
で
あ
っ
た
。

た
と
え
ば
、
教
員
が
大
学
院
生
の
意
志
を
確
認
し
な
い
ま
ま
に
一

方
的
に
Ｔ
Ａ
の
任
用
を
命
ず
る
場
合
、
あ
る
学
科
の
教
員
が
他
学
科

の
院
生
を
採
用
す
る
場
合
に
起
こ
る
と
予
想
さ
れ
る
学
科
間
の
ト
ラ

ブ
ル
、
教
員
が
Ｔ
Ａ
に
授
業
を
代
講
さ
せ
る
場
合
、
Ｔ
Ａ
に
対
す
る

過
重
労
働
や
セ
ク
ハ
ラ
が
あ
っ
た
場
合
、
Ｔ
Ａ
の
本
来
の
業
務
と
は

関
係
な
い
仕
事
を
教
員
が
押
し
つ
け
た
場
合
な
ど
、
困
難
な
事
態
も
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予
想
さ
れ
た
。
し
か
し
、
こ
う
し
た
Ｔ
Ａ
制
度
に
関
す
る
ト
ラ
ブ
ル

は
今
の
と
こ
ろ
最
小
限
に
押
さ
え
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
理
由
は
、
文

理
学
部
独
自
の
Ｔ
Ａ
制
度
の
運
用
の
仕
方
に
あ
る
。
文
理
学
部
の
Ｔ

Ａ
制
度
の
「
内
規
」
と
「
業
務
及
び
指
導
・
管
理
基
準
」
の
適
切
な

運
用
が
、
Ｔ
Ａ
に
関
す
る
ト
ラ
ブ
ル
の
発
生
を
未
然
に
防
止
す
る
も

の
と
な
っ
て
い
る
。

文
理
学
部
の
Ｔ
Ａ
制
度
の
特
色
を
挙
げ
る
な
ら
ば
、
�
全
学
科
の

専
門
科
目
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
関
連
科
目
に
Ｔ
Ａ
制
度
が
導
入
さ
れ
た

こ
と
、
�
Ｔ
Ａ
の
導
入
に
よ
る
授
業
改
善
の
結
果
を
教
員
、
Ｔ
Ａ
、

受
講
学
生
か
ら
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
、
説
明
責
任
を
求
め
た

こ
と
、
�
Ｔ
Ａ
の
過
重
労
働
、
セ
ク
ハ
ラ
な
ど
を
防
止
す
る
措
置
を

講
じ
た
こ
と（
ア
ン
ケ
ー
ト
や
相
談
窓
口
の
開
設
）、
�
Ｔ
Ａ
講
習
会

を
実
施
し
、
Ｔ
Ａ
の
資
質
向
上
を
図
っ
た
こ
と
、
�
Ｔ
Ａ
の
身
分
や

待
遇
を
改
善
し
た
こ
と
、
な
ど
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
Ｆ
Ｄ
委
員

会
が
中
心
と
な
っ
て
Ｔ
Ａ
制
度
の
運
用
上
の
個
別
の
問
題
に
対
処
す

る
の
で
は
な
く
、
最
初
か
ら
可
能
な
限
り
、
組
織
的
に
ト
ラ
ブ
ル
の

発
生
を
未
然
に
防
止
す
る
方
策
を
実
施
し
た
も
の
に
な
っ
て
い
る
。

平
成
十
三
年
度
は
、上
記
の
よ
う
な
Ｔ
Ａ
制
度
の
改
善
を
受
け
て
、

二
百
二
十
七
科
目
、
百
二
十
一
名
の
Ｔ
Ａ
が
採
用
さ
れ
た
。
こ
れ
に

要
す
る
経
費
は
、
総
額
約
二
千
六
百
万
円
で
あ
り
、
そ
の
う
ち
文
部

科
学
省
か
ら
の
「
経
常
費
補
助
金
特
別
補
助
」
と
し
て
約
一
千
万
円

が
充
当
さ
れ
て
い
る
。

□

「
Ｔ
Ａ
ア
ン
ケ
ー
ト
」
導
入
の
ね
ら
い

や
や
複
雑
な
文
理
学
部
の
Ｔ
Ａ
制
度
の
シ
ス
テ
ム
を
時
系
列
で
説

明
す
れ
ば
、本
稿
を
読
ん
で
頂
け
る
方
々
の
理
解
も
容
易
と
な
ろ
う
。

第
一
段
階
は
、
前
年
度
の
十
一
月
頃
か
ら
三
月
に
か
け
て
Ｔ
Ａ
の

募
集
、
申
請
、
採
用
が
行
わ
れ
る
。
Ｆ
Ｄ
委
員
会
は
、
次
年
度
に
Ｔ

Ａ
を
希
望
す
る
専
任
、
非
常
勤
の
全
教
員
に
対
し
て
Ｔ
Ａ
の
募
集
を

行
い
、
Ｔ
Ａ
の
採
用
を
希
望
す
る
教
員
は
、
申
請
用
紙
に
Ｔ
Ａ
の
採

用
に
よ
っ
て
、
「
ど
の
よ
う
に
授
業
改
善
を
行
う
の
か
」、
「
ど
の

よ
う
な
効
果
が
期
待
さ
れ
る
の
か
」、
「
Ｔ
Ａ
の
具
体
的
な
業
務
は

何
な
の
か
」
な
ど
を
明
記
し
て
申
請
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
も
し

も
、
授
業
の
改
善
を
期
待
で
き
な
い
内
容
で
あ
っ
た
り
、
Ｔ
Ａ
の
業

務
内
容
に「
指
導
・
管
理
基
準
」違
反
な
ど
が
見
ら
れ
た
場
合
に
は
、

申
請
用
紙
の
再
提
出
か
、
な
い
し
は
Ｔ
Ａ
の
採
用
自
体
が
見
送
ら
れ

る
こ
と
と
な
る
。

第
二
段
階
は
、
冒
頭
で
述
べ
た
四
月
の
Ｔ
Ａ
講
習
会
の
実
施
で
あ

る
。
こ
の
講
習
会
は
、
Ｔ
Ａ
と
し
て
採
用
さ
れ
た
全
て
の
大
学
院
生

を
対
象
に
、
Ｔ
Ａ
制
度
の
目
的
と
意
味
を
理
解
し
て
も
ら
う
と
同
時

に
、
Ｔ
Ａ
と
し
て
の
資
質
向
上
を
ね
ら
い
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
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第
三
段
階
は
、
Ｔ
Ａ
の
配
置
さ
れ
た
全
て
の
授
業
科
目
を
対
象
と

し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
実
施
で
あ
り
、
教
員
、
Ｔ
Ａ
、
受
講
学
生

を
対
象
に
自
由
記
述
と
マ
ー
ク
シ
ー
ト
方
式
の
併
用
で
行
わ
れ
る
。

前
期
科
目
に
つ
い
て
は
七
月
の
前
期
終
了
前
に
、
後
期
、
通
年
科
目

に
つ
い
て
は
後
期
終
了
前
の
一
月
に
実
施
さ
れ
る
。
第
四
段
階
は
、

回
収
さ
れ
た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
基
に
Ｆ
Ｄ
委
員
会
が
ア
ン
ケ
ー
ト

の
結
果
を
分
析
す
る
。
そ
の
際
に
、
ア
ン
ケ
ー
ト
を
提
出
し
て
い
な

い
教
員
、
Ｔ
Ａ
に
よ
る
授
業
改
善
に
効
果
が
見
ら
れ
な
い
教
員
な
ど

の
実
名
を
内
部
公
開
す
る
だ
け
で
な
く
、
Ｔ
Ａ
制
度
の
運
用
上
の
問

題
点
や
ト
ラ
ブ
ル
の
実
例
な
ど
の
指
摘
も
行
う
。
こ
う
し
た
調
査
結

果
は
、
学
務
委
員
会
に
報
告
す
る
だ
け
で
な
く
、
全
て
の
ア
ン
ケ
ー

ト
結
果
の
報
告
を
三
月
末
発
行
の
『
Ｆ
Ｄ
委
員
会
活
動
報
告
書（
平

成
十
三
年
度
）
』（
日
本
大
学
文
理
学
部
Ｆ
Ｄ
委
員
会
）に
記
載
し
、

公
開
し
た
。

Ｔ
Ａ
制
度
の
運
用
の
最
も
難
し
い
点
は
、
Ｔ
Ａ
制
度
が
大
学
に
お

け
る
授
業
改
善
に
ど
の
よ
う
に
貢
献
し
た
の
か
を
客
観
的
に
検
証
す

る
指
標
を
確
立
す
る
こ
と
で
あ
る
。
現
状
で
は
、
日
本
の
大
学
の
中

で
Ｔ
Ａ
制
度
に
よ
る
授
業
改
善
の
意
味
や
効
果
を
公
開
し
て
い
る
事

例
が
存
在
し
な
い
以
上
、
文
理
学
部
は
、
そ
の
先
例
と
な
る
こ
と
を

覚
悟
せ
ざ
る
を
え
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
文
理
学
部
の
ア
ン
ケ
ー

ト
方
式
が
科
目
担
当
教
員
、
Ｔ
Ａ
本
人
、
受
講
学
生
と
い
う
三
者
か

ら
ア
ン
ケ
ー
ト
を
と
り
、
そ
の
結
果
と
問
題
点
を
分
析
し
、
か
つ
、

そ
う
し
た
結
果
を
可
能
な
限
り
公
開
し
て
い
る
方
式
は
、
単
に
前
例

が
な
い
と
い
う
だ
け
で
な
く
、
Ｔ
Ａ
制
度
に
よ
る
授
業
改
善
の
実
態

を
知
る
上
で
も
画
期
的
な
試
み
と
言
え
よ
う
。
や
や
自
画
自
賛
で
あ

ろ
う
か
。
し
か
し
、
こ
う
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
方
式
に
も
問
題
は
残
る
。

と
り
わ
け
、
ア
ン
ケ
ー
ト
用
紙
を
準
備
し
、
各
教
員
に
配
布
し
、
そ

の
結
果
を
分
析
す
る
Ｆ
Ｄ
委
員
会
メ
ン
バ
ー
の
多
大
な
労
力
で
あ

る
。
こ
の
点
は
、
ア
ン
ケ
ー
ト
処
理
の
外
部
委
託
な
ど
に
よ
っ
て
早

急
に
解
決
す
べ
き
問
題
で
あ
る
。

平
成
十
三
年
度
に
実
施
さ
れ
た
文
理
学
部
に
お
け
る
「
Ｔ
Ａ
ア
ン

ケ
ー
ト
」
の
回
収
率
も
述
べ
て
お
こ
う
。
前
期
終
了
科
目
は
、
七
十

七
科
目
、
八
十
二
名
の
教
員
、
五
十
七
名
の
Ｔ
Ａ
、
約
三
千
四
百
名

の
受
講
学
生
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行
っ
た
。
回
収
率
は
、
そ
れ
ぞ

れ
教
員
が
九
七
・
五
％
、
Ｔ
Ａ
が
一
〇
〇
％
、
受
講
学
生
が
七
八
％

で
あ
っ
た
。
後
期
終
了
科
目
は
、
七
十
七
科
目
、
五
十
名
の
教
員
、

五
十
四
名
の
Ｔ
Ａ
、
約
三
千
七
百
名
の
受
講
学
生
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
を
行
っ
た
。
回
収
率
は
、
そ
れ
ぞ
れ
教
員
が
九
八
％
、
Ｔ
Ａ
が
一

〇
〇
％
、
学
生
が
六
一
％
で
あ
っ
た
。
通
年
科
目
は
、
七
十
三
科
目
、

七
十
六
名
の
教
員
、
六
十
七
名
の
Ｔ
Ａ
、
約
千
二
百
名
の
受
講
学
生

の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行
っ
た
。
回
収
率
は
、
そ
れ
ぞ
れ
教
員
が
九

九
％
、
Ｔ
Ａ
が
一
〇
〇
％
、
学
生
が
六
一
％
で
あ
っ
た
。
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□

Ｔ
Ａ
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
の
分
析

回
収
さ
れ
た
Ｔ
Ａ
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
は
、「
教
員
ア
ン
ケ
ー
ト
」

の
場
合
に
は
、
全
て
自
由
記
述
に
よ
っ
て
行
わ
れ
、
各
教
員
の
項
目

別
の
意
見
を
記
述
し
た
。
大
学
院
生
の
「
Ｔ
Ａ
ア
ン
ケ
ー
ト
」
と
受

講
学
生
の
「
授
業
ア
ン
ケ
ー
ト
」
の
場
合
は
、
マ
ー
ク
シ
ー
ト
方
式

と
自
由
記
述
を
併
存
し
、
氏
名
は
未
記
入
と
し
た
。
こ
れ
ら
の
ア
ン

ケ
ー
ト
結
果
は
、
教
員
、
Ｔ
Ａ
、
受
講
学
生
ご
と
に
、
前
期
、
後
期
、

通
年
科
目
に
区
分
し
て
結
果
の
集
計
を
行
っ
た
。
ま
た
、
受
講
学
生

の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
は
、
各
質
問
項
目
の
関
連
性
か
ら
受
講
学
生
の

意
識
や
問
題
点
な
ど
を
探
っ
た
。
以
上
の
よ
う
な
ア
ン
ケ
ー
ト
の
分

析
結
果
を
基
に
、
文
理
学
部
の
Ｔ
Ａ
制
度
に
関
す
る
主
な
る
改
善
点

や
問
題
点
の
指
摘
が
各
委
員
か
ら
な
さ
れ
、
そ
れ
ら
の
意
見
も
『
Ｆ

Ｄ
委
員
会
活
動
報
告
書（
平
成
十
三
年
度
）
』
に
記
載
し
た
。

文
理
学
部
の
Ｔ
Ａ
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
か
ら
見
ら
れ
る
主
な
る
問

題
点
は
、
以
下
の
よ
う
な
内
容
が
報
告
さ
れ
て
い
る
。

�
受
講
者
が
二
十
名
以
下
の
科
目
は
、
次
年
度
の
Ｔ
Ａ
申
請
の
際
に

申
請
用
紙
と
と
も
に
、
二
十
名
以
下
で
も
Ｔ
Ａ
を
必
要
と
す
る
理

由
書
を
添
付
し
て
、
申
請
す
る
。

�
ア
ン
ケ
ー
ト
が
未
提
出
の
場
合
に
は
、
担
当
教
員
に
改
善
を
申
し

入
れ
、
次
年
度
も
未
提
出
で
あ
れ
ば
、
翌
年
の
Ｔ
Ａ
の
申
請
が
出

来
な
い
。

�
受
講
学
生
の
ア
ン
ケ
ー
ト
の
回
収
率
が
五
〇
％
以
下
の
教
員
も
多

い
。
各
教
員
に
対
し
て
、
教
授
会
で
決
定
さ
れ
た
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
へ
の
協
力
を
依
頼
し
た
。

�
現
状
で
は
、
Ｔ
Ａ
を
野
外
実
習
に
参
加
さ
せ
る
こ
と
は
禁
じ
ら
れ

て
い
る
。
し
か
し
、
野
外
実
習
に
Ｔ
Ａ
を
任
用
す
る
こ
と
を
希
望

す
る
学
科
も
多
い
。
野
外
実
習
に
お
い
て
Ｔ
Ａ
を
任
用
す
る
場
合

に
発
生
す
る
保
険
、
交
通
費
、
勤
務
時
間
、
責
任
体
制
な
ど
の
問

題
を
当
該
学
科
か
ら
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
し
、
次
年
度
の
採
用
に
向

け
て
前
向
き
に
検
討
す
る
。

�
平
成
十
四
年
度
か
ら
は
、
大
規
模
授
業（
受
講
学
生
百
〜
二
百
四

十
名
）に
お
け
る
Ｔ
Ａ
配
置
を
試
験
的
に
実
施
す
る
こ
と
が
決
定

さ
れ
た
。
た
だ
し
、
大
規
模
授
業
で
あ
る
こ
と
、
専
任
教
員
で
あ

る
こ
と
、
必
修
科
目
で
は
な
い
こ
と
な
ど
を
条
件
と
し
て
、
文
理

学
部
の
現
状
を
鑑
み
、
十
コ
マ
程
度
を
目
安
に
実
験
的
に
Ｔ
Ａ
を

導
入
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
ま
た
、
文
理
学
部
に
お
け
る
大
規
模

授
業
の
改
善
を
目
的
と
し
て
、
Ｔ
Ａ
が
配
置
さ
れ
た
大
規
模
授
業

に
限
っ
て
、
Ｆ
Ｄ
委
員
会
に
よ
る
「
授
業
評
価
」
を
次
年
度
か
ら

導
入
す
る
こ
と
も
決
定
さ
れ
た
。

�
「
業
務
及
び
指
導
・
管
理
基
準
」
で
禁
じ
ら
れ
て
い
る
業
務
を
Ｔ
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Ａ
に
課
し
て
い
る
ケ
ー
ス
が
見
ら
れ
た
。
過
重
労
働
に
対
す
る
指

摘
も
あ
っ
た
。
特
に
大
き
な
問
題
は
無
い
が
、
各
教
員
は
Ｔ
Ａ
の

業
務
内
容
を
授
業
改
善
に
役
立
つ
も
の
に
限
定
す
べ
き
で
あ
る
と

同
時
に
、
特
別
の
場
合
を
除
き
、
Ｔ
Ａ
の
勤
務
時
間
は
一
週
間
に

一
科
目
二
時
間
程
度
の
時
間
を
守
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
た
。

�
Ｔ
Ａ
の
任
用
は
、
院
生
本
人
の
希
望
を
尊
重
す
る
こ
と
、
Ｔ
Ａ
業

務
と
大
学
院
の
授
業
が
重
複
す
る
場
合
な
ど
も
、
Ｔ
Ａ
本
人
の
意

思
を
尊
重
す
る
こ
と
な
ど
が
確
認
さ
れ
た
。

�
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
・
リ
テ
ラ
シ
ー
関
係
の
科
目
に
お
け
る
「
ス
テ

ュ
ー
デ
ン
ト
・
ア
シ
ス
タ
ン
ト
」（
Ｓ
Ａ
）を
制
度
化
し
、
Ｓ
Ａ
の

任
用
基
準
を
定
め
た
。
平
成
十
四
年
度
か
ら
Ｓ
Ａ
制
度
を
実
施
す

る
こ
と
と
な
っ
た
。

も
ち
ろ
ん
、
こ
う
し
た
問
題
以
外
に
も
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
効
果

を
疑
問
視
す
る
意
見
、
Ｔ
Ａ
の
絶
対
数
の
不
足
を
指
摘
す
る
意
見
、

Ｔ
Ａ
の
技
能
や
意
欲
を
高
め
る
講
習
会
の
充
実
を
指
摘
す
る
意
見
、

Ｔ
Ａ
の
過
重
労
働
を
指
摘
す
る
意
見
な
ど
が
散
見
さ
れ
た
が
、
紙
幅

の
関
係
上
、
こ
こ
で
は
割
愛
す
る
。

□

Ｔ
Ａ
制
度
の
問
題
点

さ
て
、
上
記
で
述
べ
た
Ｔ
Ａ
ア
ン
ケ
ー
ト
の
調
査
結
果
か
ら
判
断

さ
れ
る
本
学
の
Ｔ
Ａ
制
度
の
問
題
点
は
、
単
に
私
立
大
学
の
一
事
例

に
と
ど
め
る
こ
と
な
く
、
我
が
国
の
大
学
教
育
の
在
り
方
と
い
っ
た

視
点
と
も
関
連
づ
け
な
が
ら
考
察
し
て
お
き
た
い
。

第
一
に
は
、
文
理
学
部
の
Ｔ
Ａ
制
度
に
よ
る
授
業
改
善
は
お
お
む

ね
そ
の
目
的
を
達
し
、
受
講
学
生
の
ア
ン
ケ
ー
ト
の
回
答
結
果
な
ど

も
参
考
に
す
る
限
り
で
は
、
文
理
学
部
の
授
業
改
善
は
確
実
に
進
歩

し
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
科
目
担
当
の
教
師
は
確
か
に
Ｔ
Ａ
制
度
の

導
入
に
よ
り
、
一
定
程
度
の
授
業
指
導
を
Ｔ
Ａ
に
任
せ
る
こ
と
が
可

能
と
な
り
、
よ
り
充
実
し
た
多
角
的
な
授
業
を
展
開
で
き
る
こ
と
が

可
能
と
な
っ
た
。
特
に
、
Ｐ
Ｃ
や
Ｏ
Ｈ
Ｐ
な
ど
の
機
器
に
不
慣
れ
な

ベ
テ
ラ
ン
教
員
で
も
、
Ｔ
Ａ
が
補
助
者
と
し
て
存
在
し
て
い
れ
ば
、

こ
う
し
た
機
器
を
使
っ
た
授
業
改
善
も
可
能
と
な
る
。
ま
た
、
学
生

の
側
も
講
義
一
辺
倒
の
授
業
か
ら
解
放
さ
れ
、
授
業
に
主
体
的
に
参

加
す
る
機
会
が
増
え
る
こ
と
に
な
る
。
さ
ら
に
は
、
授
業
で
理
解
で

き
な
い
内
容
に
関
し
て
も
授
業
終
了
後
に
Ｔ
Ａ
に
質
問
し
、
指
導
を

受
け
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
。
こ
う
し
た
授
業
以
外
の
時
間
に
学
生

の
相
談
を
受
け
る
こ
と
を
「
オ
フ
ィ
ス
・
ア
ワ
ー
」
と
い
う
が
、
こ

う
し
た
き
め
細
か
い
学
生
指
導
を
行
う
教
員
や
Ｔ
Ａ
が
存
在
す
る
こ

と
も
事
実
で
あ
る
。

た
だ
し
、
Ｔ
Ａ
と
し
て
の
業
務
が
大
学
院
生
に
ど
の
程
度
負
担
と

な
っ
て
い
る
か
、
と
い
う
Ｔ
Ａ
の
側
に
立
っ
た
問
題
点
の
把
握
も
す

－２６－



べ
き
で
あ
る
。
Ｔ
Ａ
の
過
重
労
働
の
問
題
は
、
Ｔ
Ａ
本
人
の
ア
ン
ケ

ー
ト
の
回
答
結
果
か
ら
は
指
摘
す
る
意
見
は
数
少
な
い
。
し
か
し
な

が
ら
、
週
三
科
目
の
Ｔ
Ａ
を
担
当
す
る
院
生
は
、
や
は
り
時
間
的
な

側
面
を
考
え
る
と
相
当
な
負
担
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
予
想
さ
れ

る
。
教
員
と
比
較
し
て
、
立
場
的
に
弱
い
Ｔ
Ａ
は
、
過
重
労
働
や
セ

ク
ハ
ラ
問
題
が
起
き
て
も
、
教
員
と
の
人
間
関
係
上
、
な
か
な
か
問

題
点
を
指
摘
で
き
な
い
こ
と
も
予
想
さ
れ
る
。
こ
の
問
題
に
関
し
て

は
、
さ
ら
な
る
慎
重
な
対
応
が
必
要
で
あ
ろ
う
。

第
二
に
は
、
Ｔ
Ａ
の
経
験
が
大
学
に
お
け
る
実
践
的
な
教
育
経
験

の
場
に
な
っ
た
か
、
否
か
と
い
う
問
題
で
あ
る
。
学
部
学
生
の
指
導

に
当
た
る
Ｔ
Ａ
が
、
将
来
の
大
学
教
員
と
し
て
の
職
業
訓
練
や
準
備

と
し
て
Ｔ
Ａ
の
仕
事
を
理
解
す
る
か
否
か
は
、
ひ
と
え
に
大
学
側
か

ら
の
動
機
づ
け
の
問
題
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
我
が
国
の
大
学
が
依
然

と
し
て
「
研
究
重
視
」
の
姿
勢
を
崩
さ
な
け
れ
ば
、
大
学
院
生
も
Ｔ

Ａ
と
し
て
の
経
験
を
積
極
的
に
評
価
し
な
く
な
る
。
こ
の
点
の
意
識

改
善
は
、
ひ
と
え
に
大
学
や
大
学
教
師
の
意
識
の
あ
り
方
に
左
右
さ

れ
る
と
言
わ
ざ
る
を
え
な
い
。
大
学
の
「
教
育
」
に
無
関
心
か
消
極

的
な
Ｔ
Ａ
は
、
Ｔ
Ａ
と
し
て
の
経
験
も
自
ら
の
研
究
の
進
展
に
と
っ

て
、
邪
魔
な
も
の
、
無
駄
な
も
の
と
映
る
。
そ
う
し
た
否
定
的
な
意

識
の
改
善
こ
そ
大
学
側
に
課
せ
ら
れ
た
責
務
と
言
え
る
。
今
日
、
確

か
に
大
学
教
員
の
教
育
経
歴
に
Ｔ
Ａ
の
経
験
を
加
え
る
ケ
ー
ス
も
み

ら
れ
、
次
第
に
大
学
の
教
師
と
し
て
の
「
教
育
業
績
」
が
問
わ
れ
つ

つ
あ
る
現
状
を
重
視
し
た
い
と
考
え
る
。

こ
う
し
た
問
題
の
改
善
は
、
大
学
側
が
Ｔ
Ａ
の
専
門
的
な
能
力
開

発
を
責
任
を
持
っ
て
行
う
こ
と
で
あ
る
程
度
は
改
善
さ
れ
よ
う
。
教

員
や
受
講
学
生
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
か
ら
、
Ｔ
Ａ
は
人
柄
も
良
く
、

専
門
的
な
知
識
を
も
っ
た
院
生
が
望
ま
れ
て
い
る
こ
と
は
明
確
で
あ

る
。
し
か
し
、
大
学
院
に
入
学
し
た
ば
か
り
の
院
生
が
Ｔ
Ａ
と
な
る

こ
と
が
可
能
な
本
学
の
シ
ス
テ
ム
は
、
学
部
生
を
ど
の
程
度
ま
で
指

導
可
能
か
、
と
い
う
問
題
が
残
る
。
言
い
換
え
れ
ば
、
学
部
生
と
年

齢
も
近
い
Ｔ
Ａ
が
、
教
員
の
指
導
下
に
あ
る
と
は
い
え
、
授
業
内
の

討
論
指
導
、
レ
ポ
ー
ト
採
点
、
学
生
指
導
な
ど
を
行
う
こ
と
が
可
能

か
否
か
と
い
う
問
題
で
あ
る
。
安
易
な
Ｔ
Ａ
の
選
出
は
学
部
教
育
の

質
を
下
げ
る
こ
と
に
も
な
り
か
ね
な
い
が
、
こ
の
こ
と
は
Ｔ
Ａ
本
人

の
問
題
で
あ
る
と
は
言
い
難
い
。
こ
の
問
題
の
根
源
は
、
Ｔ
Ａ
を
選

出
す
る
科
目
担
当
教
員
、
な
ら
び
に
Ｔ
Ａ
の
専
門
的
な
養
成
を
怠
っ

て
い
る
大
学
側
の
責
任
と
考
え
た
方
が
よ
い
。
Ｔ
Ａ
に
対
す
る
訓
練

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
内
容
や
方
法
の
適
切
性
に
関
し
て
は
、
今
後
と
も
手

探
り
の
状
態
が
続
く
こ
と
に
な
ろ
う
。

第
三
に
は
、Ｔ
Ａ
制
度
に
対
す
る
財
政
的
な
援
助
の
問
題
で
あ
る
。

Ｔ
Ａ
に
対
す
る
報
酬
は
、
奨
学
金
と
い
う
意
味
合
い
も
あ
り
、
週
一

回
九
十
分
の
授
業
に
対
す
る
手
当（
月
額
一
万
五
千
円
）が
支
払
わ
れ
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て
い
る
が
、
こ
の
金
額
が
適
性
か
否
か
は
他
大
学
と
の
比
較
を
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
か
し
、
半
期
科
目
で
九
万
円
、
通
年
科
目
で

十
八
万
円
の
Ｔ
Ａ
報
酬
は
奨
学
金
と
し
て
の
側
面
も
十
分
に
果
た
し

て
い
る
。
さ
ら
に
、
文
理
学
部
で
は
平
成
十
四
年
度
以
降
に
は
、
別

途
Ｔ
Ａ
に
対
す
る
奨
学
金
制
度
も
実
施
さ
れ
る
こ
と
が
教
授
会
決
定

さ
れ
て
い
る
。
ア
メ
リ
カ
の
場
合
に
は
、
授
業
料
免
除
、
奨
学
金
の

支
給
と
い
う
形
で
Ｔ
Ａ
の
報
酬
が
支
払
わ
れ
て
き
た
が
、
本
学
も
、

そ
の
形
態
に
近
づ
き
つ
つ
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

□

Ｔ
Ａ
制
度
の
将
来
的
な
問
題
点

こ
れ
ま
で
は
、
お
お
む
ね
現
状
の
Ｔ
Ａ
制
度
の
メ
リ
ッ
ト
や
問
題

点
な
ど
を
指
摘
し
て
き
た
。
し
か
し
、
文
理
学
部
の
Ｔ
Ａ
科
目
が
全

体
の
コ
マ
数
の
約
一
割
程
度
に
し
か
過
ぎ
な
い
現
状
を
考
え
る
と
、

Ｔ
Ａ
制
度
の
拡
充
に
よ
る
さ
ら
な
る
授
業
改
善
か
、
あ
る
い
は
学
部

全
体
の
授
業
に
影
響
を
及
ぼ
す
も
っ
と
ド
ラ
ス
テ
ッ
ク
な
改
革
を
行

う
必
要
性
も
あ
る
。
他
大
学
の
事
例
な
ど
も
参
考
と
し
な
が
ら
、
い

ず
れ
学
部
全
体
で
検
討
す
べ
き
課
題
と
な
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。

最
後
に
、
Ｔ
Ａ
制
度
の
拡
充
に
伴
う
将
来
的
な
問
題
点
も
指
摘
し
て

お
き
た
い
。

第
一
に
は
、
Ｔ
Ａ
が
大
学
の
財
政
面
か
ら
す
れ
ば
コ
ス
ト
削
減
に

貢
献
し
て
い
る
と
い
う
メ
リ
ッ
ト
が
、
じ
つ
は
、
大
学
に
お
け
る
授

業
の
環
境
改
善
の
デ
メ
リ
ッ
ト
に
も
な
り
う
る
要
因
を
内
包
し
て
い

る
こ
と
も
忘
れ
る
べ
き
で
は
な
い
。
た
と
え
ば
、
受
講
学
生
が
百
名

以
上
を
超
え
る
授
業
は
私
立
大
学
の
場
合
に
は
一
般
的
で
あ
る
こ
と

が
予
想
さ
れ
る
が
、
本
来
は
、
こ
う
し
た
授
業
の
改
善
は
複
数
科
目

の
開
講
に
よ
っ
て
ク
ラ
ス
の
小
規
模
化
を
図
る
必
要
が
あ
る
。ま
た
、

実
験
・
実
習
、
演
習
、
語
学
科
目
な
ど
に
お
い
て
も
小
規
模
授
業
が

必
要
と
考
え
ら
れ
る
が
、
そ
れ
を
安
価
な
Ｔ
Ａ
の
導
入
に
よ
っ
て
改

善
を
図
ろ
う
と
す
る
安
易
な
方
法
は
取
る
べ
き
で
は
な
い
。
ま
た
、

文
理
学
部
の
場
合
に
は
各
研
究
室
に
助
手
や
副
手
を
採
用
し
て
い
る

が
、
大
学
の
経
営
が
圧
迫
さ
れ
た
場
合
に
、
専
任
の
教
職
員
で
あ
る

助
手
や
副
手
に
代
わ
っ
て
、
パ
ー
ト
タ
イ
ム
の
Ｔ
Ａ
が
採
用
さ
れ
る

事
態
も
将
来
的
に
は
予
想
さ
れ
る
。
Ｔ
Ａ
は
、
あ
く
ま
で
も
教
室
内

の
授
業
改
善
に
役
立
つ
人
材
で
あ
る
と
い
う
視
点
が
確
立
さ
れ
て
い

れ
ば
、
こ
う
し
た
事
態
は
避
け
ら
れ
る
と
は
い
え
、
研
究
室
の
事
務

補
助
と
い
う
Ｔ
Ａ
の
安
易
な
拡
大
は
避
け
る
べ
き
で
あ
る
。

第
二
に
は
、Ｔ
Ａ
と
科
目
担
当
教
員
と
の
関
係
性
の
問
題
で
あ
る
。

大
学
院
生
で
あ
る
Ｔ
Ａ
は
、
学
部
学
生
に
年
齢
も
近
く
、
教
員
よ
り

も
学
生
に
と
っ
て
近
づ
き
や
す
い
存
在
で
あ
る
。
教
員
に
質
問
す
る

よ
り
も
、
気
軽
に
Ｔ
Ａ
に
質
問
で
き
る
点
は
メ
リ
ッ
ト
で
あ
る
。
し

か
し
、
Ｔ
Ａ
と
学
生
の
関
係
が
近
く
な
れ
ば
な
る
だ
け
、
教
員
と
学
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生
の
関
係
が
疎
遠
に
な
る
と
い
う
事
態
も
予
想
さ
れ
る
。
ま
た
、
科

目
担
当
教
員
と
Ｔ
Ａ
の
間
で
学
生
に
対
す
る
評
価
や
指
導
方
法
が
異

な
り
、
学
生
が
混
乱
す
る
事
態
も
予
想
さ
れ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
学
生

指
導
の
最
終
責
任
は
科
目
の
担
当
教
員
に
あ
り
、
Ｔ
Ａ
は
教
員
の
指

導
の
下
で
教
育
的
な
補
助
業
務
を
遂
行
す
る
が
、
両
者
の
協
力
関
係

を
正
し
く
構
築
し
な
い
と
、
そ
れ
は
Ｔ
Ａ
の
み
な
ら
ず
、
受
講
学
生

に
も
マ
イ
ナ
ス
要
因
と
な
っ
て
作
用
し
か
ね
な
い
こ
と
に
な
ろ
う
。

以
上
、
本
学
の
Ｔ
Ａ
制
度
の
現
状
と
問
題
を
中
心
に
報
告
し
て
き

た
が
、
Ｔ
Ａ
制
度
は
大
学
に
お
け
る
授
業
の
質
的
な
向
上
を
目
的
と

し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
Ｔ
Ａ
制
度
は
、
大
学
授
業

の
あ
り
方
を
教
員
個
人
の
努
力
に
よ
っ
て
改
善
す
る
も
の
で
は
な

く
、
大
学
全
体
で
組
織
的
・
制
度
的
に
改
善
し
よ
う
と
す
る
試
み
で

あ
る
。
ま
た
、
我
が
国
の
大
学
に
お
け
る
授
業
改
善
が
、
お
お
む
ね

「
授
業
評
価
」
・
「
授
業
ア
ン
ケ
ー
ト
」
と
い
う
形
態
に
よ
っ
て
進

展
し
て
い
る
状
況
の
中
で
、
Ｔ
Ａ
制
度
と
い
う
具
体
的
な
教
員
支
援

の
形
を
と
り
な
が
ら
、
大
学
授
業
の
内
容
や
方
法
を
改
善
す
る
試
み

で
あ
る
と
も
い
え
る
。

確
か
に
日
本
大
学
文
理
学
部
の
事
例
を
見
て
も
わ
か
る
よ
う
に
、

Ｔ
Ａ
制
度
に
は
大
学
の
授
業
改
善
に
貢
献
す
る
一
定
の
役
割
は
認
め

ら
れ
る
。
し
か
し
、
同
時
に
現
行
の
Ｔ
Ａ
制
度
に
も
改
善
さ
れ
る
べ

き
課
題
、
な
い
し
は
将
来
的
な
課
題
の
解
決
も
残
っ
て
い
る
。
Ｔ
Ａ

制
度
は
大
学
の
授
業
改
善
を
目
指
す
制
度
で
は
あ
る
が
、
そ
の
役
割

が
あ
く
ま
で
も
補
完
的
な
も
の
に
過
ぎ
な
い
こ
と
を
肝
に
銘
ず
る
べ

き
で
あ
る
。
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文理学部ティーチング・アシスタント制度に関する内規
（趣 旨）
第１条 この内規は，文理学部（以下学部という）におけるティーチング・ア
シスタント（以下TAという）の任用等について必要な事項を定める。
（業務及び指導・管理）
第２条 TAは，当該科目等担当教員の指示により，定められた時間におい
て，学部学生の実験・実習等ＴＡが必要と認められた科目の教育補助業務を
行う。
２ TAの教育補助業務に関する指導及び管理者は，当該科目担当教員とす
る。ただし，総括責任者は，学科専門科目については当該学科主任，その他
の科目は学務委員長とする。
（資 格）
第３条 TAは，日本大学大学院文学研究科，総合基礎科学研究科又は理工
学研究科（地理学専攻）に在学中の学生で，次の条件を備えている者とする。
�学業成績及び人物が優れていること、�担当科目に対する専門的な知識を
有し、学生の教育指導に熱心であること、�事前講習等でTA業務に関する
指導を受けていること。
（任 用）
第４条 TAの任用は，学科又は学務委員会が認めた委員会の申請に基づき，
学務委員会で審議の上，教授会の議を経て，学部長が決定する。
（任用人数）
第５条 TAの任用人数は，授業科目の性格及び受講学生数等を勘案して，
学部長が決定する。
（任用期間）
第６条 TAの任用期間は，半期又は通年の開講期間とする。ただし，定め
られた標準修業年限の範囲内において再任を妨げない。
（雇用契約）
第７条 TAの任用に当たっては，雇用契約書を取り交わすものとする。
（手 当）
第８条 ＴＡに，手当を支給する。
２ TAの手当は，月額１０，０００円を基本手当とし，週１講座当たり５，０００円
を加算して，毎月支給するものとする。
（担当講座数）
第９条 ＴＡが担当できる講座数は，週３講座を限度とする。
（解 除）
第１０条 TAが，次の各号の一に該当するときは，任用を解除する。
�第２条に規定する業務を遂行しなかったとき、�学則に違反する行為のあっ
たとき、�休学又は退学したとき、�その他本人から申請があったとき。
（所 管）
第１１条 TA制度に関する事務は，教務課が行う。

附 則
この内規は，平成１３年１月１１日から施行する。
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ティーチング・アシスタントの業務及び指導・管理基準

１ この基準は，「文理学部ティーチング・アシスタント制度に関する

内規」第２条に定めるTAの業務及び指導・管理等についての必要事項

を定める。

２ 実験・実習以外のその他の授業科目については，対象科目として学

務委員会の承認を得なければならない。

３ TAの教育補助業務とは，授業の実施にかかわり，その効果を高め

る業務をいい，授業時間外の業務については，定められた時間及び業務

内容の範囲内で必要に応じて行ってよい。

４ TAの教育補助業務に次の業務は含まれない。

�講義要目（授業計画）の作成、�教室内の規律・秩序維持、�定期試験
の監督と採点、�成績判定、�授業の代講及び補講、�その他授業にか
かわらない業務。

５ TA任用の申請に当たっては，あらかじめ当該大学院生の指導教

員の了解を得るものとする。

６ TA任用を希望する担当教員は，期待される授業の改善点及び効

果等を記入し，学務委員会に申請書を提出するものとする。

７ TAに任用された者は，業務開始前に学務委員会とFD委員会が共

同で行うTA制度の目的，待遇，問題点等に関する事前講習等の指導を

受けるものとする。

８ TAの業務時間は，原則として補助業務を行う授業の時間帯内及

び第３項の教育補助業務に限ることとし，当該科目担当教員は学業，学

会（研究会）参加，就職活動等に支障がないように配慮するものとする。

９ TAの業務時間は，TA業務の過重労働を避けるため，１講座につき

週２時間，月１０時間以内を標準的な業務時間とする。

１０ TA及び当該科目担当教員は，TAの任用期間の期限内にTAの業

務内容並びに授業内容の改善・効果に対する報告書をFD委員会に提出

するものとする。

１１ FD委員会はTAを用いた授業の出席学生に対しても，授業内容の

改善・効果に対するアンケート調査を実施し，学務委員会に対して，そ

の結果を報告しなければならない。

１２ TAの指導・監督上に問題が発生した場合には，FD委員会がその問

題に対処し，その経過と結果を学務委員会に報告する。

１３ この基準は，平成１３年１月１１日から施行する。
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